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ーマンコンピュータインタラクション (Human Computer Interaction: HCI)分野の後続研究，医
療分野など幅広く活躍が期待できる知見であると考えている． 



































































 本論文における第 4，5，6章の技術は特許取得済みであり，第 5章の側面でのタッチ操作を可
能とするカードボード HMD は MilboxTouchとして既に社会実装までが実現されている.SXSW’16 
Interactive Innovation Awards Finalistとして選出されるなど，既に世界的に評価を得てい
る.技術開発，製品化までを実現し，さらに論文中ではその結果得られた社会的反響や改善点
を，実際に一般ユーザから得られたフィードバックをもとにまとめている. 
ベースとなっている業績は，学会発表 20件，うちトップカンファレンス含む国際学会発表が
8件，そして筆頭の査読付きジャーナルは 3本，特許１件である.この特許を使用したヘッドマ
ウントディスプレイは，現在家電量販店で購入できるほどに市販されており，表彰，新聞テレビ
等の報道も多数されている.本論文では，社会実装にまで至ったこの製品において，どのような
アプリケーションが開発され，どのように使われているかを紹介しているが，その多様な事例こ
そが，本論文のめざす貢献と意義を物語っている. 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，先端数理科学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出され
たものであり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試
験に合格したので，博士（工学）の学位を授与するに値するものと判定する. 
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